
専任教員の研究業績、社会的活動等の調書 

 

学科 看護学科 職名 教授 氏名 山川京子 

 

Ａ 教育情報 

専門分野 基礎看護学 学位又は資格 看護学修士 / 看護師 

所属学会 

日本看護技術学会、日本看護管理学会、日本看護学教育学会、日本看護シミュレー

ションラーニング学会、日本赤十字看護学会、日本看護協会、北海道看護協会、北

海道地域医療研究会、十勝がん看護研究会、帯広カウンセリング研究会、北見摂食

嚥下ケア研究会 日本ルーラルナーシング学会 

主な業績等 

著書・学術論文・学科発表・その他の活動 

名称等 発行所、発表雑誌又は発表学会等の名称 

・人生 100 年時代 市民(模擬患者）と共に育

てる看護師教育 

・学習者も指導者もそして市民も共に育ちあ

う シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 教 育 事 例 報 告         

～看護大学で実施したシミュレーション教

育での模擬患者（SP）の声とその効果～ 

・陰部洗浄を受ける患者の羞恥心に関する国

内文献レビュー 

・ルーラルナーシングにおける ICT の利用に

必要な看護師の能力に関する PubMed の文

献の検討 

第 24 回日本看護管理学会学術集会，2020． 

 

令和 3 年度北海道看護研究学会交流セッション 

2021. 

 

 

日本看護技術学会第 19 回学術集会，2021. 

 

日本ルーラルナーシング学会第 17 回学術集会 

2022.9 

 

 

Ｂ 令和 4 年度(令和 4 年 4 月～令和 5 年 3 月)における専任教員の研究業績等 

 １ 研究業績他の概要 

研究業績 国際的活 

動の有無 

社会的活 

動の有無 
備考 

著作数 論文数 学会等発表数 その他(資料等印刷物) 

 17 30  無 有  

  

２ 研究業績 

名称等 発行所、発表雑誌又は発表学会等の名称 

・研究報告 赤十字病院における中途採用看 

護師の職場適応と関連要因の検討（査読付） 

・本学における 2 年次客観的臨床能力試験 

（OSCE ）前の演習の展開とその課題（査読付） 

・客観的臨床能力試験（OSCE）における形成評 

価を高めるフィードバックのあり方とその課 

題（査読付） 

・本学における 4 年次客観的臨床能力試験

（OSCE）の現状と課題（査読付） 

日本赤十字看護学会誌．23．１ 82-92 2022． 

 

日本赤十字北海道看護大学紀要.18.15-21， 

2018． 

日本赤十字北海道看護大学紀要.17.9-17， 

2017． 

 

日本赤十字北海道看護大学紀要，第 16 巻，21-

29，2016． 



・静脈内留置針を刺入する看護師の動作分析

（査読付） 

日本赤十字北海道看護大学紀要 .15.9-19，

2015． 

 

３ 国際的活動 

期間 活動内容 摘要 

 

 主催者： 

開催等： 

規模等： 

 

４ 社会的活動 

活動区分 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

学会及び国レ

ベルの教育機

関関係の役員

受託 

自治体から、

各 種 審 議 会

等 委 員 の 受

託 

自治体など各

種団体から、

講演会の講師

依頼受託 

学会以外、研

究会などでの

講演の講師依

頼受託 

他の高等教育

機関から、講

師としての協

力受託 

その他 (外部

委員、団体支

部役員など )

の受託 

 件   件  件  件  件  件 

活動区分(番

号) 

期間 内容 

6 帯広大谷短期大学紀要の査読委員 
割り当てられた論文の査読を

おこなった。 

4 看護管理研究会「すでに起こった未来塾」代表  

看護管理に関わる知識創造を

目指し臨床の看護管理の課題

を可視化する研究会を北見市

で発足。年間 5 回の定期研究

会を運営している。 

4 帯広カウンセリング研究会代表 

昭和 37 年 4 月から、十勝在住

のメンバーが中心となって、

カウンセリングワークショッ

プを継続して学習している団

体の運営に携わっている。平

成 6 年から副会長、令和 3 年 4

月より代表。 

   

   

   

   

   

 


